
●
学
習
す
る
漢
字

・ 

中
学
配
当
の
常
用
漢
字
九
三
九
字
（
二
〇
一
〇
年
に
常
用
漢
字
表
か

ら
削
除
さ
れ
た
五
字
を
含
む
）。

・
入
試
で
頻
出
す
る
小
学
四
〜
六
年
配
当
の
教
育
漢
字
二
六
一
字
。

・
こ
れ
ら
一
二
〇
〇
字
を
各
回
二
〇
字
ず
つ
計
六
〇
回
で
す
べ
て
学
習
。

・
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
に
加
わ
っ
た
常
用
漢
字
一
九
六
字
も
学
習
。

●
構
成

・
第
１
〜
４
部
（
漢
字
表
と
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
で
一
二
〇
〇
字
を
網
羅
）

　
　

■
漢
字
表

　
　

・
漢
字
と
そ
の
部
首
、
総
画
数
、
読
み
、
用
例
か
ら
構
成
。

　
　

・
音
読
み
を
カ
タ
カ
ナ
、
訓
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
表
記
。

　
　

・
中
学
校
ま
で
に
習
わ
な
い
読
み
は
（　

）
で
表
記
。

　
　

・ 

小
学
配
当
漢
字
は
★
マ
ー
ク
で
示
し
、
小
学
四
〜
六
年
配
当
の

漢
字
で
入
試
に
頻
出
の
も
の
を
選
定
し
て
掲
載
。

　
　

・ 

下
段
に
は
、
入
試
で
頻
出
の
言
語
事
項
を
掲
載
。

　
　

・
常
用
漢
字
表
か
ら
削
除
さ
れ
た
五
字
は
削
で
示
す
。

　
　

■
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

　
　
　

 

漢
字
表
で
学
ん
だ
内
容
に
対
応
す
る
書
き
取
り
問
題
で
実
践
。

□
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
を
活
用
し
、
知
識
の
定
着
を
図
る
。

・
第
５
・
６
部
（
第
１
〜
４
部
で
学
ん
だ
漢
字
す
べ
て
の
復
習
）

　
　

 

■
第
１
〜
４
部
で
学
ん
だ
漢
字
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
書
き
取
り

問
題
、
ま
た
は
読
み
取
り
問
題
で
完
全
復
習
。

・
さ
く
い
ん
…
… 

第
１
〜
４
部
の
一
覧
表
で
学
習
し
た
漢
字
を
音
読
み
、

も
し
く
は
訓
読
み
か
ら
引
け
る
よ
う
に
構
成
。

・
解
答
… 

…
第
１
〜
６
部
の
各
回
の
解
答
を
ま
と
め
て
掲
載
。

・
第
７
部

　
　

■
漢
字
表

　
　

■
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

　
　

・ 

二
〇
一
〇
年
に
常
用
漢
字
表
に
加
わ
っ
た
一
九
六
字
を
、
第
１

〜
４
部
と
同
様
に
学
習
。

　
　

・ 

漢
字
表
の
下
段
で
は
、
中
学
配
当
の
常
用
漢
字
表
「
付
表
の
語
」

を
掲 

載
。

・
第
８
部

　
　

 

■
第
７
部
の
漢
字
の
、
書
き
取
り
問
題
・
読
み
取
り
問
題
に
よ
る

復
習
。

・
さ
く
い
ん
…
…
第
７
部
で
学
習
し
た
漢
字
の
さ
く
い
ん
。

・
解
答
…
…
第
７
・
８
部
の
各
回
の
解
答
を
ま
と
め
て
掲
載
。

　
　

第
１
部　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

3

　
　

第
２
部　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

33

　
　

第
３
部　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

63

　
　

第
４
部　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

93

　
　

第
５
部　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

123

　
　

第
６
部　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

131

　
　

第
１
〜
４
部
さ
く
い
ん　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

139

　
　

第
１
〜
６
部
解
答　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

142

　
　

第
７
部　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

147

　
　

第
８
部　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

167

　
　

第
７
部
さ
く
い
ん　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

170

　
　

第
７
・
８
部
解
答　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

171

　
　

◆
付
録
◆
主
な
部
首　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

172

中学校編

（
二
〇
一
〇
年
に
常
用

）

学
四
〜
六
年
配
当
の
教
育
漢
字
二
六
一
字
。

を
各
回
二
〇
字
ず
つ
計
六
〇
回
で
す
べ
て
学
習
。

年
に
加
わ
っ
た
常
用
漢
字
一
九
六
字
も
学
習
。

ッ

読を
ひ（

小て
掲掲

載示
す

問
題

取

部

……
……

……
……

…ん

答

…

…
…

第
８
部

第 Sa
mp
le漢

字
二

漢

計
六
〇
回
で
す
べ

計
六
〇
回
で

た
常
用
漢
字
一
九
六
字
も

用
漢
字
一
九
六

ト
で
一
二
〇
〇
字
を
網
羅

ト
で
一
二
〇
〇
字
を
網
羅

例
か
ら
構
成
。

ら
構
成
。

で
表
記
。
記
。

記
。〜

六
年
配
当
の

年
配
当
の践

。

Sa
m　
　

第

　
　　

第

　
　
　
　

第
３

　
　　

第
４
部

　
　　

第
５
部

第
５
部

　
　

第
６
部
６
部

　
　
　
　

第
１
第Sa
m
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7第7部

常
用
漢
字
表

付
表
の
語

漢
字

部
画

読
み

用
例

漢
字

部
画

読
み

用
例

喉 嗅 唄 咽 匂 勾 勃 剝 刹 冶

12 13 10 9 4 4 9 10 8 7
コ
ウ

の
ど

キ
ュ
ウ

か
ぐ

う
た

イ
ン

に
お
う

コ
ウ

ボ
ツ

ハ
ク

は
が
す

は
ぐ

は
が
れ
る

は
げ
る

（
サ
ツ
）

セ
ツ

ヤ

喉
頭　

の
ど
ぼ
と
け
。

喉　

口
の
奥
に
あ
っ
て
、
食
道
・
気
道
に
通
じ
る

部
分
。

嗅
覚　

に
お
い
に
反
応
す
る
感
覚
。

嗅
ぐ　

鼻
で
に
お
い
を
感
じ
る
。
隠
さ
れ
た
も
の

ご
と
を
感
じ
る
。

小
唄　

三
味
線
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
う
た
う
伝
統

的
歌
謡
。

長
唄　

三
味
線
の
伴
奏
に
よ
る
声
楽
の
一
つ
。

咽
頭　

口
を
開
け
る
と
、
一
番
奥
に
見
え
る
部

分
。

咽
喉　

の
ど
。

匂
う　

に
お
い
を
鼻
に
感
じ
る
こ
と
。　

勾
配　

斜
面
の
傾
斜
す
る
割
合
。
ま
た
は
、
斜
面

の
こ
と
。

勾
留　

拘
留
場
に
留
め
置
か
れ
る
刑
罰
。

勃
興　

急
に
勢
い
を
得
て
盛
ん
に
な
る
こ
と
。

勃
発　

事
件
な
ど
が
と
つ
ぜ
ん
起
こ
る
こ
と
。

剝
製　

鳥
や
け
も
の
の
肉
や
内
臓
を
と
っ
て
、
も

と
の
姿
の
よ
う
に
し
た
標
本
。

剝
奪　

無
理
に
奪
う
こ
と
。

（
古
刹
）　

古
く
て
由
緒
の
あ
る
寺
。

（
名
刹
）　

名
高
い
寺
。

刹
那　

き
わ
め
て
短
い
時
間
。
一
瞬
。

陶
冶　

才
能
、
素
質
な
ど
を
育
て
上
げ
る
こ
と
。

冶
金　

鉱
石
を
溶
か
し
て
金
属
を
取
り
出
し
、
精

製
加
工
す
る
こ
と
。

□
小
豆
（
あ
ず
き
）

赤
飯
や
、
あ
ん
こ
の
材
料
と

な
る
豆
。
色
は
暗
い
赤
色
。

▼
小
豆
で
お
手
玉
を
作
っ

た
。

□
硫
黄
（
い
お
う
）

火
山
な
ど
に
見
ら
れ
る
黄
色

い
元
素
。
火
薬
や
農
薬
の
材

料
に
使
わ
れ
る
。

▼
こ
の
温
泉
に
は
硫
黄
が
含

ま
れ
て
い
る
。

□
意
気
地
（
い
く
じ
）

物
事
を
や
り
通
そ
う
と
す
る

気
持
ち
。
他
人
に
負
け
ま
い

と
す
る
気
力
。

▼
友
人
に
意
気
地
な
し
と
言

わ
れ
た
。

□
田
舎
（
い
な
か
）

都
会
か
ら
離
れ
た
地
方
。
人

家
の
少
な
い
と
こ
ろ
。
生
ま

れ
育
っ
た
場
所
。

▼
田
舎
は
自
然
が
豊
か
だ
。

□
海
原
（
う
な
ば
ら
）

広
々
と
し
た
海
・
海
面
。

▼
窓
の
外
に
は
青
海
原
が
広

が
っ
て
い
た
。

□
乳
母
（
う
ば
）

母
親
の
代
わ
り
に
子
ど
も
に

乳
を
与
え
て
養
育
す
る
女

性
。

▼
彼
女
は
乳
母
だ
。

凄 冥 侶 傲 僅 伎 俺 乞 丼 串

10 10 9 13 13 6 10 3 5 7
セ
イ

メ
イ

（
ミ
ョ
ウ
）

リ
ョ

ゴ
ウ

キ
ン

わ
ず
か

キ お
れ

こ
う

ど
ん
ぶ
り

ど
ん

く
し

凄
惨　

ひ
ど
く
い
た
ま
し
く
、
み
じ
め
に
感
じ
る

こ
と
。

凄
絶　

た
と
え
よ
う
も
な
い
く
ら
い
す
さ
ま
じ
い

様
子
。

冥
土　

死
ん
だ
人
の
魂
が
行
く
世
界
。

（
冥
利
）　

知
ら
な
い
う
ち
に
受
け
て
い
る
恩
恵
。

僧
侶　

僧
。
出
家
者
。

伴
侶　

一
緒
に
連
れ
立
つ
者
。
配
偶
者
。

傲
岸　

気
位
が
高
く
、
人
に
へ
り
く
だ
ら
な
い
様

子
。

傲
慢　

お
ご
り
た
か
ぶ
っ
て
、
人
を
見
下
す
様

子
。

僅
差　

ご
く
小
さ
な
差
。

僅
か　

ほ
ん
の
少
し
。
や
っ
と
。

歌
舞
伎　

江
戸
時
代
に
発
達
し
た
、
日
本
独
自
の

演
劇
。

俺　

一
人
称
の
代
名
詞
。

乞
う　

い
い
に
く
そ
う
に
ね
だ
る
。

丼　

ど
ん
ぶ
り
ば
ち
。
ま
た
、
ど
ん
ぶ
り
ば
ち
に

飯
と
種
を
の
せ
た
料
理
。

串　

さ
し
通
す
た
め
に
使
う
、
鉄
・
竹
な
ど
で
作

っ
た
細
長
い
棒
。

冶咽

キ
ュ

か
ぐ

ははは
がげ

る

嗅
覚

に

嗅
ぐ

に

の
伴
奏
に

開
け

に

勾
留

独
自

ね
だ

ど
ん
ぶ
り

Sa
mp
lelele

mpmpam
p

S
llee

SSaa
mmmmmmpmpmpmpmpp
llpp ee勾 勃勃 剝剝 刹

9 4 4 94 4 9
イ
ンン

に
お
に

うう

コ
ウ
コ
ウ

ボボ

小
唄
小
唄

咽
頭分

。

咽
喉
咽
喉

の

mmp
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常
用
漢
字
表

付
表
の
語

□
⑭ 

□
⑮ 

□
⑯ 

□
⑰ 

□
⑱ 

□
⑲ 

□
⑳ 

□
㉑ 

□
㉒ 

□
㉓ 

□
㉔ 

□
㉕ 

□
㉖ 

★　
　

線
を
引
い
た
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
な
お
し
な
さ
い
。

□
① 

□
② 

□
③ 

□
④ 

□
⑤ 

□
⑥ 

□
⑦ 

□
⑧ 

□
⑨ 

□
⑩ 

□
⑪ 

□
⑫ 

□
⑬ 

・  
 

線
を
引
い
た
カ
タ
カ
ナ

を
漢
字
に
直
し
、
送
り
が
な

は
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

□
①　

ア
ズ
キ
を
煮
て
あ
ん
こ

を
作
る
。

 

〔　
　
　
　
　

〕

□
②　

こ
の
温
泉
は
イ
オ
ウ
の

に
お
い
が
す
る
。

 

〔　
　
　
　
　

〕

□
③　

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
イ
ク
ジ
な
し
だ
。

 

〔　
　
　
　
　

〕

□
④　

都
会
か
ら
イ
ナ
カ
に
転

勤
す
る
。

 

〔　
　
　
　
　

〕

□
⑤　

岬
か
ら
ウ
ナ
バ
ラ
を
見

下
ろ
す
。

 

〔　
　
　
　
　

〕

□
⑥　

お
年
寄
り
が
ウ
バ
車
を

押
し
て
歩
く
。

 

〔　
　
　
　
　

〕

団
子
を
ク
シ
か
ら
外
し
た
。

昼
食
は
親
子
ド
ン
だ
っ
た
。

お
金
を
借
り
た
い
と
コ
う
た
。

オ
レ
の
自
転
車
は
あ
そ
こ
に
あ
る
よ
。

祖
母
は
カ
ブ
キ
が
好
き
だ
。

二
位
と
キ
ン
サ
で
当
選
し
た
。

彼
女
の
態
度
は
ゴ
ウ
マ
ン
だ
っ
た
。

ソ
ウ
リ
ョ
に
な
る
た
め
の
修
行
。

山
中
で
メ
イ
ソ
ウ
に
ふ
け
る
。

セ
イ
サ
ン
な
様
子
の
事
件
現
場
。

人
格
を
ト
ウ
ヤ
す
る
。

新
し
い
国
家
が
ボ
ッ
コ
ウ
す
る
。

出
場
資
格
を
ハ
ク
ダ
ツ
さ
れ
た
。

民
族
紛
争
が
ボ
ッ
パ
ツ
し
た
。

キ
ュ
ウ
コ
ウ
バ
イ
の
斜
面
を
の
ぼ
る
。

そ
の
部
屋
か
ら
は
ガ
ス
が
ニ
オ
っ
た
。

耳
鼻
イ
ン
コ
ウ
科
の
お
医
者
さ
ん
。

祖
母
は
ナ
ガ
ウ
タ
の
お
師
匠
さ
ん
だ
。

犬
は
キ
ュ
ウ
カ
ク
が
優
れ
て
い
る
。

声
を
出
し
す
ぎ
て
ノ
ド
が
痛
い
。

勝
敗
の
差
は
ワ
ズ
か
な
も
の
だ
っ
た
。

祖
父
が
メ
イ
ド
の
み
や
げ
だ
と
言
っ
た
。

一
瞬
の
こ
と
を
セ
ツ
ナ
と
言
う
。

シ
ー
ル
を
ハ
が
し
た
。

新
し
い
国
家
が
ボ
ッ
コ
ウ
し
た
。

嫌
な
に
お
い
を
カ
い
で
し
ま
っ
た
。

1

□
㉑

民
族

ウ
コ

か
ら

科
の

お
師

て
い

祖
父

の
こ

ハ
が mp

lele□⑮□□
⑯
□
⑯

□
⑰
□
⑰

□
⑱
□
⑱

□
⑲ elel
am
ppmma

キそ
の
部

そ耳
鼻
イ
ン
コ

耳
鼻
イ
ン
コ

祖
母
は
ナ
ガ
ウ
タ

祖
母
は
ナ
ガ

犬
は
キ
ュ
ウ
カ
ク
が
優

犬
は
キ
ュ
ウ
カ

声
を
出
し
す
ぎ
て
ノ
ド
が
痛

出
し
す
ぎ
て
ノ
ドSaSSSS

の
差
は
ワ
ズ
か
な
も
の
だ
っ

は
ワ
ズ
か
な
も

イ
ド
の
み
や
げ
だ
と
言
っ

ド
の
み
や
げ
だ
と
言

セ
ツ
ナ
ツ
ナ


